
様式第３号（第４条関係） 

第  １１８  号 

平成３０年５月２９日 

篠山市教育長 様 

篠山市立西紀中学校長 細 見 博 文  

学校運営協議会について、次のとおり報告いたします。 

第１回 西紀中学校運営協議会実施報告書 

１ 学校運営協議会の開催について 

 (1) 開催日時  平成３０年５月２５日(金)  １６時００分～１７時３０分 

  (2) 開催場所  篠山市立西紀中学校 美術室 

２ 出席した学校運営協議会委員の氏名・所属等及び出席状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏  名 所属等 出欠 氏  名 所属等 出欠  

 

 

 

 

 

 

 

細見 悟 学識経験者 会長 ○ 奥岸明彦 篠山市化石保護技術員 〇 

中村博志 西紀自治会長会 × 岸田孝広 西紀中学校PTA会長 ○ 

岡部喜久男 西紀青少年健全育成推進協議会 × 中田恵子 西紀中学校PTA副会長 ○ 

森本彰人 西紀体育振興会 ○ 細見博文 西紀中学校校長 ○ 

加茂前秀夫 丹波篠山文化会議 〇 岸田幸雄 西紀中学校教頭 会計 ○ 

細見みさ子 民生委員児童委員協議会西紀支部 ○ 星宗浩一 西紀中学校主幹教諭 ○ 

岩﨑智彦 地域密着型サークルにしき恋 ○ 泊 和美 西紀中学校養護教諭 ○ 

阪下千代美 篠山ビデオサークル「レインボー」 〇 難波義則 西紀中学校事務職員 〇 

代理出席：山本武司（西紀青少年健全育成推進協議会、西紀支所公民館係） 

３ 傍聴人数 （０）名 

４ 議題及び会議の公開又は非公開の別（協議事項毎に公開及び非公開の別を記入すること） 

主な協議事項及び主な意見内容（審議の概要） 

・社会や将来につながる主体性や協働性、社会参画する力を身に着けるために、地域の方と

どのような教育活動をしたらよいか。（公開） 

生徒から、｢ふるさと祭りで店やお化け屋敷をしたい｣｢いじめ０宣言を定着させるため講演 

会をしたい｣｢様々な職業について知るため、地域の専門家や大学生に進路について講演し 

てもらいたい｣｢地域の方や大学生とスポーツ大会などの交流をしたい｣｢地域の人と一緒に 

篠山をPRしたい｣｢ボランティア活動を充実したい｣などの地域貢献、進路学習を中心として 

意見が出た。会員から、｢ふるさと祭りを生徒と一緒に考えていきたい｣｢会員には様々な専 

門家がいるので、生徒の方で絞り込めば講演会は実現できる｣｢大学生との進路学習や学習 

会を広げていく｣｢地域の様々なスポーツ活動に中学生が参加しやすいように考えていきた 

い｣｢学校づくりをしようという意欲にあふれている皆の姿をビデオで記録に残したり、ビ 

デオを生徒がつくったりできるように支援したい｣｢西紀には世界的に有名な化石がある。 

調査や整備のボランティアを通じて研究の最先端にふれてほしい｣｢ジュニアボランティア 

やボランティア講習を進めていく｣など助言をしていただいた。 

・学校経営方針について説明，承認，今後の活動計画について（公開） 

 西紀中学校スクールプラン、コミュニティ・スクールの創造、めざす生徒像、西紀中学校

生徒の強み「３つの宝」（挨拶･清掃･傾聴）、ICTの活用、今後の生徒数の激減への対応

等について説明、意見交換した。西紀支所のロビーの活用（生徒の居場所づくり）、不登

校生の別室学習、警察と連携したネット被害対応、笑顔で学校へ通学している保護者の思

い等についても意見交換をし、学校経営方針を承認していただいた。 



５ 会議資料の名称 

  ･第１回「四つの力委員会」 ・西紀中学校スクールプラン ・平成29年度学校評価 

   ･学校だより第１号第２号 ・コミュニティ･スクール推進事業計画書 ・構成員名簿 

  ･学校運営協議会の設置等に関する規則 ・西紀中学校年間行事予定表 

６ 今後の予定及び方向性 

 ･中学生の地域行事への参画を通して、学校と地域との距離を縮め、中学生が自分の考えを 

伝える、人前で話をする力を培っていく。 

  ･大学生の主催による勉強会やボランティアへの参加、大学生のがんばりタイムへの参加 

  ･にしきジュニアボランティアを中心として、地域へのボランティア参加 

  ･篠山市化石保護技術員の支援による化石堀りの体験授業、維持管理 

７ 次回開催予定 

 (1) 開催日時  平成３０年１１月１５日(木)  １６時００分～１７時３０分 

  (2) 開催場所  篠山市立西紀中学校 美術室 

 ※ 「出席状況」は、出席の場合には○、欠席の場合には×を記入願います。 


